
8　基礎物理
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図 8.7:  左：129Xe原子 EDM 探索を目指した能動帰還型核スピンメーザー装置。
右：観測されている核スピンメーザー発振信号

核スピンメーザーによる 129Xe EDM 測定実験を行い、上限値 4.0×10-27e.cm

を報告している[30]。

現 在 一 回 の 測
定あたり、10nHz を切るスピン歳差周波数決定精度を実現していて、これは 129Xe 原子 EDM

に対する感度としては 10-28e.cm レベルに差しかかっている ( 印加電場強度 E=10kV/cm を
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　 大強度加速器中性子源と中性子光学の活用は、従来を大きく凌駕する高統計実験を可能にする。
すでに中性子寿命測定、冷中性子回折及び熱外偏極中性子光学における対称性、中性子散乱
や干渉を用いた未知相互作用の探索など様々な基礎物理実験が J-PARC で行われている [88]。 
これら基礎物理実験に革新をもたらす次世代中性子源の検討が始まっている。極冷中性子中性子
減速体や高効率反射材の開発によって例えば長基線ビームによる中性子反中性子振動探索による
バリオン数非保存の検証など、全く新しい展望が拓ける可能性がある。
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